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（イ 1m²あたりの本数がEなので、1m²あたりの電荷から出る本数が
そのままEとなる。 十QC」たまっているときの、極板間の電気力線の本数は
ee本であり、今、1m²あたりの電荷はQ=るなので
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上部に十、下部に一が集まる。⇒↑が発
生する⇒↓と↑で打ち消しあう
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5のQC が変わらな
いなら､ 電気力線の本数が変わらないので

Eは（イ）のときと同じ
（カ）電位のグラフを書く

傾きEのある区間はi 導体部分 ( l-d) [m］なので、
全体の電位差△Vは
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式から考えるというより、知識として知っておこう

導のと同
じa-1--2 孳

る、，、
|

- _ -

- _ - 、
|

- _ -

1.♀い な - _ -
-7.1鈍......↓..の

↓

間隔が（-
のコンデンサーと同じ、
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導体を入れずに間隔を
Ede倍したものと等価
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